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【資料４】 周辺地盤の状況



周辺地盤の状況
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城北立坑の土質条件

城北立坑の土質条件は、砂質層と粘土層の互層で、立坑下端
は、大阪層群第４砂質土層（＝Os4層）に位置。
また、ケーソン先端付近の砂層・粘土層ともにN値が高く硬質な
地盤である。
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城北立坑の土質条件

（出典「地盤調査の方法と解説」地盤工学会（2013））

城北立坑の土質条件は以下のとおりで、ケーソンの下端の大阪層群第４砂質土層（＝Os4層） は
被圧地下水があり、透水係数については、10-5m/sの透水性の低い地層となっている。
Os１～３、Os５（大阪層群）の地層も同様に透水係数は中位～低いに分類される。

周辺地盤の状況
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掘削深度
GL-102.2m

外径 Φ34.8m

完成底版面
GL-84.2m

OP+2.9m

OP-81.3m

OP-99.3m

内径Φ28.0m壁厚3.4m

鶴見調節池
（内径φ9.0m）

水中コンクリート
（施工済み）

底版コンクリート
（未施工）

大阪層群の被圧地下水位は以下のとおりで、砂質層と粘土層の互層であり、
地下水位レベルも各層で異なることから遮断されていると考える。

▽OP+1.4m
▽OP-1.9m

▽OP-2.3m ▽OP-3.8m ▽OP-4.0m

各層の地下水位レベル
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【東西方向】
GL-20ｍ程度まで沖積層及び洪積層が分布し、それ以深では砂質層と粘土層が互層をな
し、全体に東に傾斜。

周辺地盤の状況
城北立坑周辺の土質条件
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周辺地盤の状況
城北立坑周辺の土質条件
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【南北方向】
東西方向と同じく、砂質層と粘土層が互層をなし、緩やかに南へ傾斜。

城北立坑

南北断面

北→←南



周辺地盤の状況
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城北立坑周辺の地下水位

城北立坑周辺の各観測井において、複数の深さで地下水
位を観測中。

城北立坑底部の土層は東西方向で見ると、西に向かって
浅くなるようにつながっている。

単位：ｍ

２６箇所で
観測中

観測位置 深さ方向の観測数

No.1 排水機場予定地 ７ 箇所

No.2 都島公園 ５ 箇所

No.3 成育公園 ５ 箇所

No.4 城北立坑 ５ 箇所

No.6 鶴見立坑 ４ 箇所
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No1.排水機場予定地
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：各観測井における地下水位観測箇所


